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テーマ︓農泊推進・移住定住に向けた観光戦略

2

調査の背景

農泊

（出典）農林水産省（2012）「平成24年度食料・農業・農村白書」を参考に作成
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農泊について

（出典）
農林水産省「農泊推進の現状と課題について」
農林水産省HP「農泊を中心とした都市と農山漁村の共生・対流」
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①

②

③

① 山本牧場 milcream
② 物産展などで全国進出
③ 佐伯農場

中標津への視察
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① ②

③

① ゲストハウスushiyado
② オーナー竹下さん

③ 芋ほり体験

中標津への視察
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中標津への視察

① 希望農場の牧舎 ② アジア初となるスウェーデン製の
ロータリーパーラー型搾乳ロボット



7

中標津のセールスポイント（視察から分かったこと）

(根室管内)酪農先進地ならではの酪農体験(根室管内)酪農先進地ならではの酪農体験

魅力的な観光資源

(北根室ランチウェイ・開湯100年の歴史を持つ養老牛温泉)

魅力的な観光資源

(北根室ランチウェイ・開湯100年の歴史を持つ養老牛温泉)

根室管内唯一の空港である中標津空港(東京〜・新千歳〜)根室管内唯一の空港である中標津空港(東京〜・新千歳〜)
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⾒えてきた課題

農泊受け入れの農家が少ない・進まない農泊受け入れの農家が少ない・進まない

酪農業の担い手不足・高齢化酪農業の担い手不足・高齢化

日本全体の人口減少日本全体の人口減少

防疫問題
おもてなしの負担

アイディア・人手不足



【命題】「ターゲットを明確にした観光・移住戦略」に設定

9

辿り着いた︕ターゲットを明確に

当初のテーマ「農泊×移住」推進の観光戦略

調査結果
◎農泊 ➡ 機運・環境が不十分
◎移住 ➡ ハードルが高い

観
光
・体
験

関
係
人
口

創
出

デュアルライフフ
ァ
ン

づ
く
り ワーケーション

移住



10

ターゲット＝地方に来たい人はいる

（出典）北海道版「生涯活躍のまち」構想研究会第3回研究会（2017年1月30日）
資料「東京都在住者を対象とした移住に関するアンケート調査結果」より

東京の若者は「地方で仕事をしたい」
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（出典）そうだ、地方で暮らそう！国民会議（２０１８年３月２０日）
配布資料「若者の移住」調査より

こんな課題も…この課題も解決する必要がある

地方への移住を妨げている
大きな要因は何ですか

（複数選択）

移住希望者は
人間関係が不安

不安を取り除くための
人と人との交流が必要

詳細
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農泊による観光振興

担い⼿不⾜の解消

関係人口の創出

• 観光客と酪農家がコミュニケーションを取る場の醸成
• 酪農体験・農泊の試験的な取り組み

• 将来的な移住者の獲得ための中標津に関わる人口の創出
• 人間関係不安の解消・きっかけ作り
• 新たな人材と地域住⺠との交流

• ⽇本全体で人口減少が進⾏⇒移住戦略だけでは酪農は維持で
きない

• スマート農業の推進

新たなミッション

新たな交流の場 ➡ イベントが必要…︖



13

・社会全体で、人口減少するのに
⽴ち向かうにはＩＴ技術での改善
も必要だな︖（５Ｇの可能性）

・フィールドワーク・現地視察を
すれば酪農体験や地域のことをよ
く知れるし、人間関係の不安を解
消できるな…（自己体験）

・最近はＳＮＳを使ったコミュニ
ケーション増加している

・夏フェスも増えている…

何かイベントは無いものか…
これをまとめられないかな…

心のつぶやき
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ハッカソンとは︖

• ハッカソンとは、システムなどを解析するという意味のある「ハック（Hack）」
と、42.195キロという⻑距離を⾛る「マラソン（Marathon）」を合わせた造語

• 技術者（エンジニア、デザイナー、プランナー）がチームを作り、与えられた
テーマに対し、それぞれの技術やアイデアを持ち寄り、短期間（1⽇〜1週間程
度）に集中してシステムやアプリケーションなどを開発し、成果を競う開発イベ
ント（賞⾦制もあり）
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Benefits



ハッカソンの代表的事例
16

facebookの「いいね」アイコンはハッカソ
ンによって誕⽣した

ハッカソンを様々なアプリの開発やイノ
ベーションに活用

ハッカソンを新しい交流の場として、新た
な技術者の発掘・獲得に活用

新しい人事交流によって様々なイノベーションが⽣まれている
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ハッカソンの事例（北海道）
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「ＩＴ×酪農×５Ｇ」ハッカソンの開催

なぜ中標津︖
①中標津空港の利便性
根室管内唯一の空港（新千歳・東京間）

②酪農が盛んな地域
ITを活⽤した酪農家がいる➡⽣産量
根釧地域は乳量⽣産トップ（総合振興局ベース）
⽣乳産出額１位別海町４７５億円 ２位中標津町１７９億円

③根室管内農村地域における中核都市であり
商圏人口が多く飲食店が多様

※2017年北海道農政事務所「ミニ農林水産データ」

根釧地域は⽣乳⽣産量道内1位
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2020年より提供が開始される「５Ｇ］の可能性

５Ｇでは光ファイバ非整備地域でも運⽤可能

出典︓総務省情報流通⾏政局

出典︓2019年総務省・北海道総合通信局

ＩＴ技術の革新には光ファ
イバ整備率の低さが課題

超高速・多数同時接続が可能

第５世代移動通信システム(5G)について北海道の超高速ブロードバンド整備状況

ローカル５Ｇの概要

スポット的に柔軟な基地の構築が可能



中標津への効果
20

ハッカソン

酪農業
・新たなＩＴ技術の導入
技術革新による作業効
率化

・新規参入障壁の緩和
（3Ｋの改善等）
・高齢者の活躍

商業・観光
・来訪客の増加による、
宿泊・飲食店への経済
波及効果

・来訪者のＳＮＳによる
情報発信

地域づくり
• 新たな人材との交流に
よるイノベーション

• 移住への障壁である人
間関係の不安や移住情
報を現地で実際に知る
ことが可能

ハッカソンの開催によって地域に様々な効果が⾒込まれる
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働き方改善

担い⼿不⾜の
解消

酪農体験・農泊
の受け入れ

ハッカソンの成功
「作業の効率化」

ハッカソンの成功による酪農業への効果

作業の効率化によって新たな可能性が

農業体験・
農泊の推進

人口減少・高齢
化への対策



22

新たな出会い 情報発信

ハッカソンの開催で
「中標津を知る」

ハッカソン開催による地域への効果

ハッカソンによって地域へ様々な影響・効果が⽣まれる

観光・飲食
業の活性化

産・官・学・外
部人材との協働



参加者は地域を体感できる（酪農体験・観光）
（study tour）
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現地で開催するメリット

机上のアイデア（理想）ではなく
地域の「現実」を提案に反映

飲んで・食べて・しゃべって
地域住⺠との交流
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地域へ与える効果（地域づくり）

ハッカソンの開催によって地域に新たな人事交流が⽣まれる

• 中標津を深く知り「中標津ファン」の獲得
①観光客としての再訪 ➡ リピーターの獲得
②デュアルライフの拠点 ➡ ２拠点居住の推進・テレワーク・ワーケーション
③中標津を愛し移住へ ➡ 定住人口の創出

人と人との交流
地域の基幹産業（酪農体験）
「ほんまもの体験」で 中標津を知る
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地域へ与える効果（情報発信）

移住移住 体験体験

観光観光 飲食飲食

• イベントを通して参加者が
地域の情報を発信

・地域食材・飲食店
・移住情報
・観光コンテンツ

再訪者
の

獲得

新たな関係人口・観光客の誘致
⼀人⼀人がインフルエンサーに︕



26「ナッカソン（仮）」企画書（案）

• 開催の主旨 「ハッカソンの開催と観光振興」

都会で開催される従来型のハッカソンではなく実際に現場に来訪し、地域とのコ
ミュニケーションの中でより実装的な成果物を目指すこと。さら酪農体験や観光
もフィールドワークに盛り込むことによって副次的な効果を⽣むハッカソンを開
催する。

• ターゲット
⽇本全国のハッカソン愛好者・ＩＴ技術者・デザイナー・プランナー

• 開催時期 夏プラン（７月〜９月） 冬プラン（１２月〜２月）
【第１回】アイディアソン（２泊３⽇）

地域を知り現状・課題を抽出
アイディア（仮説）の創造

【第２回】ハッカソン（２泊３⽇）
アイディア（仮説）の検証
ＩＴを用いたアプリ等開発等

２回の来訪によって具体的・実装可能な成果物の創造を目指す
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プログラム 中標津を深く知るための
フィールドワーク（案）

夏プラン
大型トラクター、ランチウェイ

地元交流会、酪農体験

冬プラン
ランチウェイ、地元交流会
温泉地探訪、酪農体験

●アイディアソン

１⽇
目

15:00~17:00 オリエンテーション、チーム編成等
17:00~19:00 懇親会
19:00~22:00 チームミーティング

２⽇
目

9:00~17:00 フィールドワーク
17:00~19:00 懇親会（地元の人含む）

19:00~22:00
チームミーティング
（課題やアイディア出し等）

３⽇
目

9:00~10:00 チームミーティング
10:00~12:00 発表会
12:00~13:30 ランチ交流会

●ハッカソン

１⽇
目

15:00~17:00
オリエンテーション
（アイディアソンの振返り含む）

17:00~19:00 懇親会

19:00~22:00
チームミーティング（方向性検討
等）

２⽇
目

9:00~12:00 フィールドワーク
12:00~17:00 チームミーティング（ハッカソン）
17:00~19:00 交流会（地元の人含む）
19:00~22:00 チームミーティング

３⽇
目

9:00~10:00 チームミーティング
10:00~12:00 発表会
12:00~14:00 ランチ交流会・審査発表会

「ナッカソン（仮）」企画書（案）

参加人数
４０人（５人×８チーム）

開催場所 開陽台

賞⾦総額 １００万円
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まとめ （地域に浸透させるために…）

•飲食・宿泊関係者
との受入れ調整

•農業者との交流調
整

•課題の抽出

•観光体験受け入れ

•視察案内

•町外団体との調整

•開催主体

中標津町

役場

中標津町

役場

観光

協会

観光

協会

商工会商工会
ＪＡ

中標津

ＪＡ

中標津

• イベントの開催には、町内外
の様々な関係団体の連携・協
働が必要

• 結果を地域に共有するのが重
要

• 地域内・外のキーマンの存在
• 地域内の理解と協⼒
（⾏政が丸抱えしないこと）

• 最終的な実装を意識すること
（アイディア倒れでなく実現
性を重視

• 結果を踏まえ、既存の団体と
地域の理解を求めるが大事

様々なステークホルダーの理解が必要
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中標津を知る

地域課題
の把握

地域
住民

観光
資源

地域の
強み・良さ

中標津と関わりたくなる

飲食

移住

体
験

観
光

ハッカソン
の開催

―現地調査（２回）―
町を歩き、地元の皆さんの声に耳を傾けました。

まとめ

私たちは⾃信を持ってハッカソンを提案します︕
10年後、20年後、さらに先の中標津のために...

今、⾏動を起こすことが
未来の中標津の礎を築きます。

―課題の発⾒―
良くも悪くも、将来ずっと今の状況が

続くとは限らない。

―課題解決に向けて―
ハッカソンでの新たな人や技術との出会
い・発⾒が課題の解決への糸口になります。



ご清聴ありがとう
ございました！
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